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1. Die Sophistik als Avantgarde normalen Lebens, Hamburg (Meiner) 1986. [als Dissertation 
München 1983]
2. Eins von Allem. Die Selbstbescheidung des Idealismus in Schellings Spätphilosophie, 
Hamburg (Meiner) 1992. [leicht veränderte Fassung der Münchner Habilitationsschrift 
von 1990]
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F.W.J. Schelling: Philosophische Untersuchungen über das Wesen der menschlichen Freiheit 
und die damit zusammenhängenden Gegenstände. Mit Einleitung und Anmerkungen hrsg. 
von Thomas Buchheim, Hamburg (Meiner PhB 503) 1997. ［2013年10月24日、樋口記］
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１） 次の書物の中に収められた同名の私の論文を参照。F.Hermanni, D.Koch, J.Petersohn (Hgg.): 
“Der Anfang und das Ende aller Philosophie ist -- Freiheit”. Schelling in der Sicht neuerer 
Forschung, Tübingen 2012, 187-217.
























































































































































くところでは、人間の精神は、それが創造された中心から周辺に < 離れていく >。つま






























































































動詞、aller Ichheit をその目的語に取って訳されているが、absterben は自動詞





















































































































































　自己規定は、決して次のように考えられてはならない。すなわち、一定の < 自己 > が















10） この点を正当にも取り出し、特に強調したのは、次の論文。Dieter Sturma, Präraﬂexive 
Freiheit und Menschliche Selbstbestimmung (382-394), in F.W.J.Schelling. Über das Wesen der 














































































































































































一定の行為 < へと向かう > 自由なのである。曲線を曲げることが〔曲線上の〕個々
の点においてなされるのと同様である。
（₈） シェリングは、自由の形式的行為を未来永劫で追究し続ける唯一無二の哲学者であ



































































られることができようか。人間は獣とほとんど同じ単に < 感覚がある > そして <
痛みを被る > 存在者ではないのではないか。そうすると、我々のグローバルな
倫理は、人間のもつ排他的な < 自由 > を基礎にしないということに応じない方
がよいのではないか。シェリングのパラダイムとともに、倫理は今後、意志の自















り立つ人間の < 自由 > もまた、疑われるべきであるということではないか。諸々
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の文化がヨーロッパの「主体の自由」に訴える代わりに、歴史的に成長した自ら
の伝統に訴えるところでは、自由の原理もまた無効にされているのではないか。
このことは、シェリングとともに十分な理由から否定できる。なぜなら、彼の自
由概念は、自律思想を体系的に制限しているからである。
（b） 生活環境や伝統によって形作られている者は、自らの伝統や環境が彼に申し立て
ているものに力を貸していたのであるなら、つまるところは、どうしようもな
い。これの最悪の事例はナチスドイツであり、ドイツ人の行動はこの環境やその
ファシズム的伝統のうちにあった。このことは、いわば、幸運にも過ぎ去って
いったかに見える不可避の展開だったのか。それに協力した者たちはなべていか
なる罪にも該当しないのか。シェリングとともにそれと反対の主張が根拠づけら
れる。
（₄） について
（a） 人間的自由という思想はヨーロッパの啓蒙主義が発展させた概念であるが、それ
は、宗教、そして、神の律法のもとでの生の宗教的抑圧に対する対抗概念として
発展してきた。今日、地上の多くの地域で、自身の自由よりも宗教や神がより重
要であるとする多数の人間たちがいる。したがって、自由の思想と地上における
神の支配が両立できないものだとすれば、自由は神の名のもとに放棄されたり抑
圧されたりする。シェリングのパラダイムを使えば、このように議論することは
できない。なぜなら、シェリングは両立可能性を示すのみならず、自由思想と神
学的に洗練された宗教との相互的な支え合いと拡張とを示すからである。
（b） まさに二十世紀において人間たちの悪行は途方もないぐらい存在した。だとすれ
ば、それらの悪行と、善き神との存在とを調和させることはもはや不可能になっ
てしまう。せいぜい、世界の歴史を方向づける悪魔たちが存在するのだ。世界の
内に悪があるという観点から神義論は不可能性であるとする議論がなされている
が、このような議論がずっともう、我々自身物質的生活のためにかけずり回らさ
れているが、それを越えた現実の高次の決定機関があるという主張に反対する極
上の議論であった。だとすれば、神を求めるよりも、自然あるいは我々自身、技
術あるいは我々の身体の幸福を熱愛することの方がより合理的ということにな
る。シェリングによれば、これは、人間の理性可能性を自ら完全に誤認している
ということになろう。
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